
地

球

約
十
三
啓

利
親
で
あ
る
か
ら
内
･3]=槻
鈍
に
於
て
盤

っ
て
ゐ
ぬ
鵜
は
あ
る
が
t

Z
不

在
脚
ら
れ
た
か
ら
変
に
紹
介
す
る
と
北
ハ
に
'
光
心
よ
り
其
の
創
出
み
批

締
L
t
倣
金
な
成
澄
み
希
っ
て
止
ま
ぬ
｡
(
柑
必
)

J,-

_.～

l
I
･■･l

l
･一
手

･l

T

肇

報

I-l盲

-･～

-･-～

O
朝

鮮

威

綾

南

連
赴

戟

水

雷

専

薬

北
朝
緋

り何
部
に
西
伯

-湘
北
に
向
ふ
､
山
脈
は
非
の
師
勝
成
払
洞
r1
向
け
城

川
江
耐
火
川
蝉

は
旧
に
流
れ
､
長
津
..J,l
､
北
ハ玄
淡
の
赴
職
江
等
ほ
､
高
原
の
.中
払
拭
谷

ね
描
い
て
北
淡
す
る
.
此
の
血

形
祖
述
に
利
用
し
て
'
妃
呼
水
力
投
磁

桝
が
計
鼓
さ
れ
て
i=
る
の
は
興
疎
め
る
問
血

であ
る
O

他
職
.江
は
赴
職
=-価
附
近
の
･;
脱
出
よ
り
汲
L
二
千
釆
内
外
の
高
庇
地

櫛
私
北
に
綬
流
し
小
江
駅
で
長
沖
江
に
余
し
他
紙
江
本
紙
に
祉
ぐ
の
で

あ
る
O
此
の
他
職
lLJ,IL
の
長

路
.仕
堰
盤
し
非

り
河
捕
(
拙
城
何
科
)
:rTIJ
3
'

五
ガ
Ej
と
い
ふ

叫
火
湖
水
私
作
り
雄
株
か

り
ト
ン
ネ
ル
か
以
っ
て
赴
枇

轍
の
防
府
=iB
払
桐
に

斑
.拙
L
t
そ
の
茂
み
利
用
し

て
城
川
江
に
流
下
ぜ

し
め
火
な
る
格
差
t.b柑
ん
と
す
る
も
の
で
あ

るO

此
の
大
工
事
は
朝
鮮
水
磁
株
式
骨
此
の
約
静
に
し
て
'
組
工
北
凹
千

h･}
甘
耗
囲
'
北
ハの
か他
力
十
八
前
キ
ロ
リ
ブ
ト
Y仲
村
､
其
の
儒
カ
は
主
ド

成
興
附
妃
に
あ
る
朝
鮮
発
話
肥
料
骨
批
け
供
給
す
る
と
い
ふ
軸
で
あ
る

共
の
肥
料
に
硫
酸
ア
ン
宅
二
十
井
他

の
愛
読
肥
料
の
地
政
み
な
す
=F
で

非
の
紳他
力
は
､
肥
料
分
政
に
紛
供
し
て
仰
飴
裕
が
あ
る
と
い
ふ
鮮
だ
か

ら
成
鉛
平
野
は
エ
艶
地
帯
に
な
り
非
朝
鮮
の
産
米
非
命
み
水
す
で
あ
ら

う
O

･
田
に
朝
鮮
に
は
か
か
る
地
形
私
利
用
し
た
教
範
所
は
巳
に
他
に
て
紐

節

叫
故

実

七
八

静
喧
ら
れ
(i.刷
山
の
田
方
北

淡
口
の
水
谷
堰
止
め
て
北
方
耐
火
川
餓
域

に
拓
し
そ
=
に
故
紙
伊
払
設
け
た
-
の
め
り
欠
食
北
米
南
部
の
基
地
払
1

鴻
ろ
る
婚
津
江
上
流
の
水
和
:桝
北
の
方
･:g
晦
針
術
に
浴
す
i
の
韓
が
あ

る
｡
(
吉
日
)

0

滴

津

無

線

闇

億

局

開

局

苅
朝
鮮
満
船
の
淡
泊
上
米
他
に
,

附虻
Li
触
闇
絹
設
伽
の
必
非
が
あ
り
漁
に
昭
利
三
坤
庇
に
入
り
隷
界
か

計
上
L
淫
に
緒
津
船
内
天
鵜
川
の
山
臓
に
(梅
田
上
官
八
十
八
尺
)
紐
溌

せ
ら
れ
今
年
八
月
十
六
日
よ
り
池
倍
額
捗
,･付
執
っ
て
ゐ
る
D

内
容
私
怨
-
と
無
柑仙
故
地
七
千
七
仔
八
十
二
坪
'
局
食
は
永
逝
半
屈

雄
二
桃
'
迭
倍
横
力
及
舟
式
は
二
キ
ロ
y
･h
卜
炭
坐
骨
式
政
信
槻

丁
槻

Phl･:申
孤
鋭
塔
及
怨
中
線
故
地
範
は
高
さ
四
十
洗
米
､
三
十
六
米
の
日
立

式
践
塔
各

L.
兆
､
交
信
設
備
は
再
生
槍
披
低
用
地
二
段
聡
肺
虞
獲
得
式

受
倍
磯

-
盗
み
設
け
紳
神
郷
倣
刷
と
の
面

に
は
､
複
線
式
常
嬰
榊
､
畢

侶
砥
倍
川
跡
及
底
地
確
認
紬
各

7
回
純
か
設
備
し
て
ゐ
る
｡

虻
婚
米
朝
肝

油
伴
の
故
連
愈
速
に
し
'Tj
.
約
梓
的
英
和
始

め
僅
林
産

の
物
炎
盛
に
内
地
に
向
け
ら
れ
内
地
と
の
純
水
灘
-
戚
銀
紙
の
完
全
に

食
油
す
る
あ
り
'
沸
;LFti胡
肝
の
握
手
愈

々
碑
蛙
の
庇
か
加

へ
僻
に
封
満

的
純
水
盛
t,t･i
,り
ん
と
し
米
朝
鮮
沿
岸
の
発
達
日
に
険
鰯
の
鑑
み
加

へ
つ

つ
め
る
呼
不
知
怒
糊
の
開
設
は
誠
に
慶
ぶ
べ
与
=
と
で
あ
る
｡
(
吉
日
)

0
比
津
賓
英
領
北
ボ
ル
ネ
オ
境
界
傭
約

比
砕

･WE及
英
飢

北
ボ
ル
ネ
オ
問
の
澱
筏
的
城
外
は
去
る
十
1月
七
日
非

･肘
に
於
て

交
渉

み
路

丁

L
i1
新
出
非
傭
約
は

タ
ー
ト
ル

(T
u
rtte
)
及

マ
ノ
ダ
ツ
ー

ハ
M
arLg
S
ee)
郡
島
中
の
小
島

例
み
確
定
的
に
虚
理
す
る
の
で
あ

っ

た
O



マ
ン

リ

ソ
ー
は
駄
な
る
珊
瑚
礁
に
過
ぎ
ず
､
勿
論
細
桝
慣
帖
は
な

い

が
'

今
舵
の
蛾
非
t1
本
郎
地
中
の
二
大
枯
払
分
割
す
る
J
の
だ
-J
倍
じ

ら
れ
て
ゐ
る
｡
タ
I
ト
ル
抑
粒
は
七
島
よ
り
成
る
'
此
申
六
縫
代
と
-

タ
ピ
ソ
側

(
'

7
砧
ほ
か

か
ネ
オ
側
に
編
入
ぜ
ら
る
･̂
鞄
定
で
あ
る
｡

比
路
側
の
砧

々
代
､
栄
樹
の

印
材
にこ
抑
す
る
-
,兆
伽
北

か
1t
･ネ
オ
愈
祉

Li
よ
り
て
管
組
む
椙
紙
ぜ
ら
る
べ
-
'
比
は
同
母
純
が

7
八

八

先

非

よ

り
引
約
い
て
粘
恥
呼
糾
し
た
る
郎
比
和
噂
蕊
す
る

た
め
で
あ
る
｡
こ
の

抱
は
比
律
炎
よ
り
遠

隔の
地
に
在
り
'
蝕
も
炎
鎖
か
〃
ネ
オ
に
虻
捜
し

て
倍
て
北
ハ中
に
は
炎
銑
北
が
ル
ネ
オ
の
骨
肘
サ
ン
ダ
カ
シ
Li
封
す
る
燈

塞
が
祉
殺
さ
れ
て
ゐ
る

0
こ
の
抱
は
梅
舵
や
密
輸

入

の
捲

兜
に
放
て
壌

略
な
過
去
私
有
し
て
揺
る
か
ら
'
共
管
班
甘
鵬
ー‡
さ
う
L
L
l悔
脱
や
碑

輸
入
者
の
施
食
的
と
な
ら
ざ
る
株
.1
新
制
す
る
任
捗
が
あ
る
O
見
境

邦

人
の
比
柑
親
密
渡
航
費
の
出
数
地
と
な
ら
ざ
る
株
琳
城
私
必
班
と
す
る

の
で
あ
る
｡

田
班
か
統
碑
時
代
の
英
餌
と
の
城
淋
ほ
t
か
iJ

朴
オ
満
仲
か
去
る
三

梅
里
の
地
鮎
と
し
て
あ
っ
i1
｡
栄
樹
が
ス
ペ
イ
ン

か
ら
そ
の
筏
,化-
う
け

て
､
シ
ブ
タ
梅
は
水
間
餌
と
古
史
つ
た
が
'
放

し
タ
ー
ト
ル
の
紙
有
は

不
明
瞭
の
皇
･̂
放
配
さ
れ
て
ゐ
た
o

r
九
〇
凹
中
米
即
が
ダ
ー
ト
･li
の

領
布
にこ
捌
し
英

隣t
政
肘
に
か
け
食
っ
た
と
き
､
タ
ー
ト
ル
は
班
Li
北

村

で
叶
オ
骨
牡
に
符
放
さ
れ
て
ゐ
た
.
そ
こ
で
統
拍
椎
は
紫

紺
に
淋
し
､

骨
舵
に
咋

甘
五
十
卯
の
税
金
在
米
樹
に
約
め
る
=
と
に
な
っ
た
け
れ
ど

も
や
は
り
,
,S
.結
わ
符
弧
L
i1
の
で
､
今
回
は
ru
う
し
た
串
蟹
に
ょ
つ

て
･坊
外
税
が
定
め
ら
れ
る
0
し
か
し
紫
斑
上
に
於
て
は
や
は
り
北
ボ
ル

ネ
オ
骨
批
が
伊
現
す
ろ
の
で
あ
ら
う
｡

緋

称

0
悌
領
北
ア
フ
リ
カ
の
香
料
植
物

俳
儲
北
部
ア
フ
リ
カ
の

梅
洋
地
方
出
秋
穂
試
供
は
香
料
捕
物
栽
培
に
漉

し
､
有
料
生
産
の
中
心

と
し
て
訴
名
な
る
何
体
で
フ
ツ
ゲ
地
方
に
比
し
て
新
鮮
妙
さ
た
め
斯
発

火

に
鞭
達
し
'
ア
ル
ジ
ェ
-
1

は
今
や
香
料
な
蒐
嬰
輪
州
晶
と
す
る
に

hrjlり
'
7
1;
･,bエ
ー
相
の
南
カ

B
o
u
f
a

ri
k
･,付
中
心
と
L
t
岡
地
LL
は

火
塊
椎
S
r

拓
脚
工場韓
か
つ
-
つ
て

ゐ
る
O
そ
の
栽
ii｡
の

7
は
J･>
ニ
ラ

ニ
ウ
ふ
､
ロ
ー
ザ
で
共
の
一作
仲
裁
も
多
い
'

=
れ
ほ
轄
故
の
代
用
に
す

る
J
の
で
柄
物
の
各
部
分
か
ら
有
料
私
と
る
､
そ
の
北
蛸
地
所
緋
三
千

町
に
揺
す
O
十

i
月
か
ら
二
月
ま
で
の
附
11
舵
付
け
､
四
月
､
六
月
及

十
月
'
三
回
刈
取
る
､
刈
取
っ
た
昔
や
楽
は
虹
に
段
場
に
て
刻
み
'
新

鶴
鼓
脚
と
同
株
の
分
淡
で
非
溜
す
る
､
そ
の
枠
は
肥
料
に
す
る
｡
-f
東

で
は
レ
ユ
ニ
オ
ン
島
の
.･h
TT
フ
ニ
ウ
ム
春
満
が
解

f
位
か
し
め
'

ア
ル

･73
エ
-

1

は
=
れ

に
つ
ぐ
､

T
九
二
七

年
度
に
ア
ル
･7)
エ
ー
か
ら
耽
日

本

へ
輸
出
し
た
伽
は
二
'
四

7
0
庇
に
速
し
た
｡

獅
ジ
エ
ラ

ニ
サ
ム
の
介
に
新
城
花
な
つ
-

為
が
.
=
の
方
は
前
者
程
盛

ん
で

な

い

'
し
か
し

.#
ロ
タ
コ
で
は
近
朝
少
塵
な
斡
仕t
す
る
や
う
に
な

つ
il
rJ

オ
}
シ
ジ
S
l
l
稀
に
し
て
キ
T二
フ
リ
ー
桁
数
叱狐
に
用
ひ
ら
る
1
ネ
ロ

り
と
い
ふ
香
料
は
t
U
か
.1
1
ド
樹

の
北
か
ら
と
る
の
で
あ
る
が
､
こ

れ
も
ア
ル
ジ

ェ
-
の
両
方
で

つ
-
ら
れ
る
､

r
九
二
六
年
度
に
7,b
ユ
ニ

ウ
A
帯
柵

の
睡

出
桝
は
二
千
四
.uE
孤
法
に
適
し
'
ネ
ロ
-
1て
七
十
二
端

法
に
上
っ
た
.
相
似
は
あ
る
が
'
前
淑
九
〇
'
0
0
0
施
､
線
番
六
〇

肌
力
覚
二
光
0
妃
の
職
出
御
が
あ
る
C'

0

カ

ム
チ

ャ
ツ

カ

の
毛

皮

カ
l,
チ
ャ
タ
カ

(
n
マ
ン
ド
ル

ス

七
九

七
九



地

域

第
十
三
谷

キ
ー
郡
偽
及
チ
ユ
コ
ツ

キ
ー
地
方
毎
含
む
)
は
各
稀
毛
皮
中
邦
軸
'
狐

脱
､
淡
碑
色
及
･EI
色
北

抑
狐
等
放
流
巧
放
り
柵
非
的
耗
地
と
し
て
知
ら

れ
'
姓
等
縫
物

在
米
蜘
始
め
各
回
市
劫

へ
供
給
し
て
ゐ
る
が
､
そ
の
鐙

棚
は
従
氷
諮
服
し
て
､宜
博
さ
れ
て
ゐ
i1
､
例
令
は

コ
マ
ン
ド
ル
ス
キ
ー

群
鴇
か
主
耗
地
-
す
る
淡
神
色
北
赫
狐
の
如
き
年
狐
準
的
二
千

枚
と
辞

せ
ら
る
1
-
･同
皮
は
僻
に

7
.
二
枚
宛
猟
独
ぜ
ら
る
1
も
の
Lで
､
班
隙

は
六
.

七
甘
杖
か
=
･h'な

い
､

又
チ
エ
コ
ツ
キ
ー
地
方
の
･;
色
北
柏

狐
も

l
溺
五
千
枚
と
抑
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
が
串
班

に
三
､
-s
l千
枚
に
す
ぎ

な

い
o
最
虻
ソ
ダ
イ

エ
ッ
ト
政
仰
げ
毛
皮
質
見
な
国
幹
ア
Tl
の

7
乎
ii

収
め
ん
と
し
て
あ
る
が

､
狩
猟
柴
瀬
見
は
側
人
毛
皮
仰
和
解
は
ア
コ
に

安
ら
な

い
で
､
&
.独
密
封
依
然
た
る
･も
の
が
あ
る
か
ら
'
獅
盟
約
概
な

る
数
字
が
出
て
=
な
い
o
L
か
し
可
成
柵
碓
な
抑
井
に
よ
れ
ば
こ
の
地

方
の
毛
皮
の
龍
山
ほ
億
虻
光
の
加
で
あ
る
｡

義
家

董
734(

養
毛

烈

鰯

三
'0
1二
枚

二
芭
牧

村

州
四七

三
六

･;
也
北
赫
狐
山ハ'
高
二

ニ
'
孟
二

亦

狐

六
､失
心
一川
､宍
0

二
0枚

川
.,J1

二
'
二
三

山ハ､
宗
一

如
引

.コ

.

巨
"

ト

〈〓‥

i.i:
:,lG

･3

妃

一九
U

二
元

1八
二

二
.六

･.宅

二
二7

七
岬
'聖
宍
こ
じ
､ニ
竺

tgt九
忠

八
'空
0

衰
盟

豊
nl.(
三

三
､
二
墓

石
tE.六.火

相
'
票
田枕

元
…一一

I.:.:i
(

四
'八
巴
ハ

二
小
二]17..四

七
､
宝
鑑

三
､九
9
0

義
元
(
推
先
)

四
㌔
).rJC
枚

p
:JL

ニ
､C
O
O

荻t
O
r)C
F

一ご
こ

rj

一fiO
O

三
Ol
o
g

lO
､C
O
O

第

r
班

(〇

八

〇

解

r
童
.i.1
八
'ニ窒

八
'語
七

三
'
ニ
ハ丑

70
.0
0
0

計

70
;i.空
0
芸
'去
七
宝
'聖
温

柔
へ
三
七

妄
lr
BO
O

之
に
依
っ
て
み
る
と
捌
寮
加
の
毛
皮
は
組
的
的
に
速
年
減
少
の

傾
向

に
あ
る
'
=
の
坤
韻
紺
が

f
九
二
六
､
二
七
年
に
新
し
-
減
少
し
た
の

は
ニ
ケ
咋
閥
同
淡
の
称
狐
ね
弗
L
)た
か
ら
で
あ
っ
た
｡
猶

1
九
二
九
年

の
分
は
鞄
想
筒
で
あ
っ
て
随
か
な
数
字
で
な
い
､
鬼
及
細
の

7
端
株
､

光
鼠
の
十
二
祇

杖
は
過
多
で
あ
る
､
毛
皮
の
偶
は
近
切

騰
食
し
詑
卿
は

甘
二
十
留
乃
充
二
甘
即
'
獅
八
十
田
'
内
狐
七
十
:～;
'
赤
恥
三
十
;～;
､

純
三
十
割
､
照
二
十
瓦
解
'
釆
鼠
及
約
三
留
と
い
ふ
の
が
ア
n
の
見
上

げ
慣
格
で
'
個
人
取
引
に
=
れ
よ
り
､J
二
割
力
望
五
割
些
杓
い
､

7
九

二
:rTIJ
叩
以
校
撤
虎
の
狩
狐
が
な
い
の
ほ
'
之
か
禁
止
し
て
ゐ
ろ
か
ら
で

あ
る
.
但
し
迩
坤
狐
粒
の
減
少
は
土
人
の
耽
牡
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て

I
,の
鼓

1
推
移
す
れ
ば
､
カ
4
チ
ャ
タ
カ
の
毛
皮

の
肺
炎
は
大
に
糞
慮

す
べ
4
Jも
の
と
い
っ
て
よ
い
と
m
仙
ほ
れ
る
｡

0

ウ

ラ

ル

の
新

油

田

今
-
.
ゥ
ラ

ル

山
脈
の
四
方
斜
何
に
位

する
パ
ー
ム
附
近
で
油
m
が
発
見
さ
れ
た
｡
,
Jの
川
月

パ
ー
ム
で
加
虫

抹
州
印
仙
鮎
石
油
か
放
血
し
た
'
拭
ru
九
七
五
択
の
地

別

に
的
暦
が
あ

る
'
六
十
五
択
の
+

に
多
盤
の
石
油
叫
拭
払
符
す
る
非
常
な
腕
力
の
瓦

斯
が
め
る
t
,
,
Jt
の
石
油
は
多
盛
の
L硫
粥
分
と

1
〓
〝
七
の
高
率
な
柵

油
7位
含
有
し
て
ゐ

る
､
叉
ケ
p
-I,h
y
の
盈
は
ロ
シ
ャ
u
.於
て
未
だ
甘
て

見
な
い
相
の
同
率
で
殆
ど
二
八
%

に
珪
す
る
O
オ
プ
ル
チ
エ
1
7
及
ダ

ブ
キ
ン
数
授
望
rr=
に
よ
れ
ば
北
カ
ウ
カ
ー
タ
ン

よ
り
両
方
オ
ブ
ジ
ェ
チ

イ
ー

ウ
ル
ト
ま
で
千
哩
以
上
ウ
ラ
ル
の
四
方

斜
河
に
既
火
な
石
地
暦
が



布
衣
す
る
と
い
ふ
‥
と
で
あ
る
O

O

薩

南

の
植

物

景

阿
版
節

義

仰
歌

口
向
の
壷

砧
に
祁
薬
の

雅が
あ
っ
て
熱
聯
帆
の
骨
政
和
し
め
す
こ
と
は
仙
人
の
知
る
滴
り
で
あ

る
が
牌
僻
の
両
端
谷
山
附
虻
で
-
総
桐
の
大
敵
に
骨
満
州
が
茂
っ
て
ゐ

た
り
枕
肺
の
餌
把
の
傍
に
人
の
背
よ
り
五
杓
い
仙
人
輩
の
水
が
う
は
っ

て
ゐ
る
と
=
ス
､
何
と
い
っ
て
も
陳

:A
は
南
組
で
は
あ
る
｡
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中
等
教
員
地
理
科
本
試
験
口
述
試
問

解

一
日
(十
二
月
十

六
日
)

節

1

･:･･弧i

紅
土
の
根
本
ね
こ
ボ
L
北
ハの
分
布
私
設
明
ぜ
L
む
｡

随
地
測
鹿
部
準
灯
光
舶
分
の

!
地
形
樹

｢
石
軌
｣
同
幅
聖
が
L
地
粒
食

概
ね
詑
明
ぜ
し
む
O

汁.3

∴

･1･1

ア
フ
リ
カ
の
地
糊
塗
祁
L
同
人
糎
の
日
払
及

び
人
文
鵬
別
か
詑
明
ぜ
し

む
｡

節

二

三

柁
地
測
盈
部
碓
行
先
孤
介
S
t
L
S
j岡

｢
仙
水
｡
新
化
｣
神
岡
怖
聖
が
L

川
･1
;に
現
ほ
れ
た
る
人
文
=i.i
槻
和
訳
例
せ
し
め

鋸
れ
て
そ
れ
上
地
形

と

の
朋
係
に
及
は
し
む
し

:I.S

H

･:I:出

城
､
石
:.空

前

油

､

抑

北
S

,

=L
華

作
川
の
Lグ
ラ
フ
船
舶

(
て
そ
れ
が
藤

川
仙
純
S
期
胡
瓜に
付
き
.訟
明
ぜ
し
む
｡

節

二

日

(
十
二
月
十
七
日
)
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日
ソ

ペ
叫
耕
地
闘
争

ポ
L
主
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溌
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甘
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鮎
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文
地
租
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ぜ
し
む
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等

C
.
rrid
o
r

か
英
和
酢
蛸
で
か
-
と
廊
下
'
又
は
覆
迫
と
か
い
て

あ
る
が
､
櫛
の
下
と
い
ふ
終
年
で
は
何
の
こ
と
か
わ
か
ら
ぬ
､
J
し
こ

れ
私
家
局
内
の
戒
路
と
い
ふ
=
と
だ
と
す
れ

ば
､
廊
下
の
下
げ
､
日
本

語
と
し
て
不
常
で
あ
る
｡
渡
廊
と
い
ふ
古
語
の
方
が
正
し
い
､
ボ
ー
ラ

〆
ド
の
一地
形
在
碇
耽
す
る
交
通
路
と
し
て
の
ダ
イ
ス
チ
ユ
ラ
川
の
こ
と

か

v
istu
la
"
C
o
rrid
o
r"
と
い
っ
て
ゐ
る
'

そ
の

拍
梓
は
こ
の
囲
で

の
蛋

嬰
腔
米
地
域
で
あ
り
､
エ
米
地
域
で
あ
る
'
従
っ
て
=
の
川
は
紳

僻
地
靴
上
哉
-
肝
嬰
な
波
僻
と
い
っ
て
よ
い
D
(藤
山
)

問

鮮
埠

(
文
槍
旅
館
)

等

畔
坤
は
近
切
石
友
三
粥
の
鵜
立
で
銘
高

い
､
詰
し
=
S
･地
は
離
水

と
浦
日
録
の
焚
鮒
に
出
水
た
新
市
場
で
あ
る
､
秋
水
の
細
水
は
上
紙
信

陽
ま
で
沖
相
の
剥
が
れ
る
の
み
で
な
-
､
鋭
?,迫
に
よ
っ
て
北
は
徐
州
わ

へ
て
=_
如
'
河
北
､
河
南
､
快
.f
ILi
達
し
'
岡
は
溝
口
'
耐
京
か
つ
ら

ね
て
江
軌
の
餌
傾
,tr94鵠
め
る
0
大
越
河
の
俊
は
典
王
末
弟
以
氷
開
か
れ

て
三
千
坤
｡
安
徽
省
小
唯

一
の
稗
田
で
あ
る
.
託
し
従
前
汽
碑
の
な
か

っ
た
::==
時
は
肝
的
'
鳳
陽
へ
脚
州
な
ど
が
天
下
の
箪
継
と
し
て
教
壇
し

た
の
で
あ
つ
た
が
蜂
埠
が
開
け
て
'
こ
れ
ら
三
田
の
富
み
,
,
の

7
鮎
に

(t
<
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